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(2) 

議会だより 平
成
元
年
第
四
回
六
月
定
例
町
議
会
 

が
六
月
二
十
七
日
か
ら
七
月
一
日
ま
で
 

五
日
間
の
会
期
で
、
ま
た
七
月
十
四
日
 

と
二
十
五
日
に
は
臨
時
町
議
会
が
行
わ
 

れ
ま
し
た
。
 

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

条
 

例
 

⑥
赤
池
町
地
域
改
善
対
策
専
修
学
校
等
 

技
能
習
得
資
金
貸
与
条
例
の
一
部
を
 

改
正
す
る
条
例
の
制
定
‘
貸
与
の
対
 

象
と
な
る
専
修
学
校
等
に
、
規
定
に
よ
 

り
知
事
の
承
認
を
受
け
た
情
報
処
理
技
 

能
者
養
成
施
設
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。
 

⑥
赤
池
町
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
 

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
 

例
（
表
1

」 

⑥
赤
池
町
汚
水
処
理
施
設
条
例
の
一
部
 

を
改
正
す
る
条
例
（
表
4

) 

⑥
赤
池
町
立
病
院
使
用
料
及
び
手
数
料
 

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
表
 

2
、
3
 
」 

⑥
赤
池
町
民
会
館
設
置
及
び
管
理
に
関
 

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
 

⑥
赤
池
町
体
育
施
設
の
設
置
及
び
管
理
 

に
関
す
る
条
例
の
制
定
 

⑥
赤
池
町
立
小
、
中
学
校
屋
内
体
育
館
 

臨
 
時
 
議
 
会
 

⑥
工
事
請
負
契
約
の
締
結
‘
平
成
元
年
 

度
赤
池
中
学
校
校
舎
大
規
模
改
造
工
事
 

の
予
定
価
格
の
金
額
が
、
三
千
万
円
を
 

下
ら
な
い
為
、
町
議
会
の
議
決
を
得
ま
 

し
た
。
 

⑥
赤
池
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
 

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
‘
医
療
費
 

の
高
騰
に
伴
い
、
町
条
例
の
一
部
を
改
 

正
し
た
も
の
で
す
。
（
一
部
表
参
照
）
 

区 分 現 行 改 正 

所 得 割 100 分の9 ,0 100 分の9,1 

資 産 割 100 分の55 100 分の50 

均 等 割 額 18 ,000 円 1 9 ,000 円 

世帯平等割額 20 ,000 円 変わらず 

、
、
ー
ノ
 

(
‘
。
 

‘

、

 

の
使
用
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
 

正
す
る
条
例
の
制
定
 

⑥
赤
池
町
同
和
対
策
中
央
研
修
所
の
設
 

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
 

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
 

⑥
赤
池
町
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す
 

る
条
例
の
制
定
 

以
上
八
件
の
条
例
は
、
消
費
税
の
実
 

施
に
伴
う
、
各
種
使
用
料
、
手
数
料
及
 

び
水
道
料
金
等
を
改
定
す
る
た
め
条
例
 

の
改
正
を
す
る
も
の
で
す
。
 

公
共
料
金
の
消
費
税
追
加
の
問
題
に
 

つ
い
て
は
、
三
月
の
定
例
町
議
会
に
て
 

反
対
決
議
が
さ
れ
、
又
、
こ
の
議
会
に
 

も
「
消
費
税
廃
止
を
求
め
る
」
請
願
が
 

採
択
さ
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
国
民
の
大
 

多
数
が
反
対
す
る
世
論
の
中
で
、
欠
陥
 

税
制
と
も
い
わ
れ
る
消
費
税
を
公
共
料
 

金
に
転
化
す
る
こ
と
は
赤
池
町
と
し
て
 

も
誠
に
不
本
意
と
ml
『
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
 

ん
が
、
国
は
未
実
施
の
団
体
に
つ
い
て
 

は
ペ
ナ
ル
テ
ィ
を
科
す
る
強
い
姿
勢
を
 

示
し
て
い
ま
す
。
 

今
回
実
施
致
し
ま
す
の
は
、
表
の
と
 

お
り
で
す
。
以
下
の
条
例
は
、
各
常
任
 

委
員
会
で
継
続
審
議
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

住
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
ご
負
担
を
願
 

い
心
苦
し
い
次
第
で
す
が
、
ご
理
解
と
 

御
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
 

区 分 金 額 

一般世帯 

基本料金 1戸にっき月額 L000円 

使用料金 
水道使用料ld当り 1 10円 

(im'未満はすべて切上げ） 

一般世帯 

以 外 
基本料金 

スーパーその他住宅以外のもの 

別に協議決定 

。コ 

ミ
 

し
 
尿
 

種
 

」

J

 

口刀 

一 
ケ
 

月
 

従

量

制

 

取
扱
区
分
 

単
 

位
 

金
 

額
 

一
世
帯
当
た
り
 

四
六
〇
円
 

川
」
く
二
、
ト
J ー

ま
（
1
廻
）
 
川
川
〇
田
 

薬
剤
容
器
料
及
び
治
療
材
料
 

実
 
費
 

証
明
書
交
付
手
数
料
 

一
件
に
つ
告
 

特
別
室
使
用
料
 

患
者
一
人
で
入
室
の
者
 

一
日
 

患
者
二
人
で
入
室
の
者
 

一
日
患
者
一
人
に
付
 

新らしくこられた先生です 
（町立病院） 交通マナーアップ推進大会 

激
増
す
る
交
通
事
故
o

こ
 

の
忌
し
い
事
故
を
な
く
す
為
 

夏
の
交
通
安
全
運
動
〔
七
月
 

二
十
一
日
ー
八
月
二
十
日
〕
 

を
前
に
し
た
、
七
月
二
十
日
 

田
川
市
の
青
少
年
文
化
ホ
ー
 

ル
で
交
通
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
推
 

進
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
o
 

大
会
の
後
、
田
川
警
察
署
 

前
か
ら
下
田
川
、
上
田
川
の
 

ニ
コ
ー
ス
に
分
か
れ
交
通
安
 

全
を
願
い
、
白
バ
イ
、
パ
ト
 

カ
ー
が
先
導
し
パ
レ
ー
ド
を
 

行
い
ま
し
た
。
大
会
の
中
で
 

採
択
さ
れ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
 

次
の
と
お
り
で
す
o
 

〇
思
い
や
り
の
心
で
も
っ
て
 

交
通
死
亡
事
故
を
抑
止
し
 

、
 

表① 

二
百
五
十
円
 

六
百
円
 

三
百
円
 

④
 

表
 

②
③
 

表

表

 

A パレートの前に 田川警察署にて 

〇
地
域
ぐ
る
み
で
暴
走
族
を
追
放
し
よ
 

、つ 
〇
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
た
が
わ
私
は
交
差
点
 

よ
う
 

マ
ナ
ー
を
守
り
ま
す
 

え・【。×宮B
マ
【
妾
妾
妾
妾
童
童
妾
B

マ羊【童童・【かマ蒼・りマ茅x
宮・x
古宮古・ソx
・ママ×え童・茅一宮小ママ【妾・マx
・苦 

内科医長 
大屋 正文 

本
年
七
月
一
日
よ
り
、
町
 

立
病
院
内
科
に
勤
務
す
る
こ
 

と
に
な
り
ま
し
た
。
前
任
地
 

は
朝
倉
郡
小
石
原
村
の
診
療
 

所
で
し
た
が
、
最
後
の
方
で
 

体
調
を
崩
し
た
結
果
、
し
ば
 

ら
く
入
院
と
な
っ
て
し
ま
い
 

ま
し
た
。
現
在
は
完
全
に
回
 

復
し
快
食
・
快
眠
・
快
便
の
 

健
康
体
の
有
難
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
o
 

そ
う
し
て
改
め
て
思
う
こ
と
は
、
入
 

院
や
通
院
が
必
要
と
な
る
『
病
気
』
と
 

は
実
に
や
っ
か
い
な
『
お
荷
物
』
で
は
 

あ
っ
て
も
、
 

一
面
に
は
日
常
で
は
経
験
 

で
き
な
い
多
く
の
こ
と
を
知
る
絶
好
の
 

『
機
会
』
に
も
な
り
得
る
こ
と
で
す
。
 

現
在
、
内
科
は
ど
こ
で
も
慢
性
疾
患
が
 

多
く
、
い
か
に
病
気
と
付
き
合
っ
て
い
 

く
か
、
こ
の
点
が
医
師
・
患
者
と
も
に
 

最
大
の
課
題
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
病
気
 

を
い
い
機
会
と
し
て
日
常
生
活
を
点
検
 

し
、
よ
り
健
康
な
方
向
を
目
指
し
て
い
 

き
た
い
も
の
で
す
。
 

変
更
・
設
置
 

⑥
工
事
請
負
契
約
の
変
更
‘
四
月
臨
時
 

議
会
で
議
決
さ
れ
た
「
平
成
元
年
度
産
 

炭
地
域
開
発
就
労
事
業
及
び
特
定
地
域
 

改
発
就
労
事
業
」
 
の
各
工
事
に
お
い
て
 

単
価
改
正
が
行
わ
れ
、
設
計
変
更
の
必
 

要
が
生
じ
た
こ
と
、
又
、
消
費
税
の
実
 

施
に
伴
い
請
負
金
額
に
変
更
が
生
じ
る
 

為
、
議
会
の
議
決
を
得
ま
し
た
。
 

⑥
田
川
地
区
水
道
企
業
団
の
設
置
‘
企
 

業
団
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
地
方
自
治
 

法
の
規
定
に
よ
り
、
関
係
団
体
の
議
会
 

の
議
決
を
得
て
規
約
を
定
め
知
事
の
許
 

可
を
得
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
統
 

一
の
議
案
が
議
会
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
 

⑥
赤
池
町
過
疎
地
域
振
興
計
画
の
一
部
 

変
更
‘
事
業
の
追
加
に
よ
り
、
計
画
 

の
変
更
が
生
じ
る
為
、
過
疎
地
域
振
興
 

特
別
措
置
法
の
規
定
に
よ
り
変
更
し
た
 

も
の
で
す
。
 

一 

般
 
質
 
間
 

岡
厚
生
省
発
表
の
国
民
医
療
総
合
対
策
 

本
部
の
中
間
発
表
（
今
後
の
医
療
対
策
）
 

自
賠
用
診
断
書
 

身
体
障
害
、
厚
生
年
金
等
に
要
 

す
る
診
断
書
 

そ
の
他
特
殊
診
断
書
 

警
察
、
裁
判
所
に
提
出
す
る
診
 

断
書
（
死
体
検
案
身
吾
む
）
 

生
命
保
険
等
の
診
断
書
 

死
亡
診
断
書
 

各
種
免
許
の
際
の
診
断
書
（
自
 

動
車
、
調
理
、
理
髪
等
）
 

会
社
欠
勤
の
際
の
診
断
書
 

入
社
、
入
学
時
の
診
断
書
 

種
 

j
 

別
 

一
件
に
っ
き
一
一
、
〇
六
〇
円
以
上
 

一
件
に
っ
き

三
、
〇
九
〇
円
以
上
 

一
件
に
っ
き
三
、
〇
九
〇
円
以
上
 

一
件
に
っ
き

三
、
〇
九
〇
円
以
上
 

一
件
に
っ
き
三
、
〇
九
〇
円
以
上
 

一
件
に
っ
き
一
一
、
〇
六
〇
円
 

二
通
目
よ
り
 

五
一
〇
円
 

一
件
に
っ
き
 
二
五
四
〇
円
 

一
件
に
っ
き
 

五
一
〇
円
 

一
件
に
っ
き
 
二
五
四
〇
円
 

（
診
断
料
、
簡
単
な
検
査
を
含
む
）
 

手
数
料
の
額
 

交
通
安
全
を
願
っ
て
 

◆
上
野
・
市
場
小
学
校
へ
 

黄
色
の
傘
を
贈
呈
 

（
田
川
交
通
安
全
協
会
赤
池
支
部
）
 

三III

三
三
三
三
三
三
三
三

II

三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
一
 

もしかの 
時のために 

「
備
え
あ
れ
ば
 

う
れ
い
な
し
」
。
 

何
か
あ
っ
た
時
の
 

為
に
、
普
段
か
ら
 

備
え
て
お
こ
う
と
 

赤
池
町
第
五
分
団
 

大
谷
地
区
消
防
団
 

員
の
方
が
、
七
月
 

三
日
、
上
野
高
見
 

台
に
あ
る
防
火
水
槽
の
整
備
を
行
い
ま
 

し
た
。
 

皆
さ
ん
、
日
常
の
仕
事
を
終
え
た
午
 

後
五
時
三
十
分
か
ら
雨
が
降
る
と
い
う
 

悪
条
件
の
中
、
水
槽
周
辺
の
草
を
刈
っ
 

た
り
、
側
溝
に
フ
タ
を
し
た
り
、
汗
を
 

流
し
て
く
れ
ま
し
た
。
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
o
 

に
つ
い
て
、
赤
池
町
の
対
応
を
お
尋
ね
 

し
た
い
。
 

同
人
生
八
十
年
の
時
代
か
ら
百
年
に
な
 

る
の
は
そ
う
遠
く
は
な
い
と
考
え
ら
れ
 

ま
す
。
健
康
で
長
生
し
た
い
の
は
、
人
 

間
誰
で
も
持
っ
て
い
る
願
望
で
す
。
そ
 

れ
に
応
え
る
べ
く
今
後
の
医
療
行
政
を
 

進
め
て
行
き
ま
す
。
又
、
国
の
医
療
行
 

政
が
こ
れ
以
上
地
方
公
共
団
体
に
転
化
 

さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
更
に
働
き
 

か
け
て
ゆ
く
つ
も
り
で
す
。
 

赤
池
町
の
将
来
の
医
療
問
題
を
、
福
 

祉
施
策
な
ど
を
絡
め
な
が
ら
行
っ
て
い
 

き
た
い
と
考
え
ま
す
。
 

報
 

告
 

⑥
昭
和
六
十
三
年
度
繰
越
明
許
費
繰
越
 

計
算
書
◇
三
月
議
会
で
議
決
さ
れ
た
 

繰
越
明
許
費
予
算
の
計
算
書
の
調
整
し
 

た
も
の
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
 

⑥
昭
和
六
十
三
事
業
年
度
赤
池
町
土
地
 

開
発
公
社
決
算
‘
地
方
自
治
法
に
よ
 

る
法
人
で
あ
る
た
め
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
 

請
願
・
決
議
 

⑥
西
町
生
活
道
路
設
置
に
関
す
る
請
願
 

‘
産
建
委
員
会
に
付
託
 

⑥
消
費
税
廃
止
を
求
め
る
請
願
‘
採
択
 

⑥
暴
走
族
追
放
に
関
す
る
決
議
‘
決
議
 

⑥
中
国
政
府
に
よ
る
非
人
道
的
暴
挙
に
 

対
し
抗
議
す
る
決
議
‘
決
議
 

エ
 
事
 
請
 
負
 

⑥
工
事
請
負
の
締
結
‘
平
成
元
年
度
明
 

政
第
ー
ボ
タ
山
災
害
防
止
工
事
の
予
定
 

価
格
が
、
三
千
万
円
を
下
ら
な
い
た
め
 

議
会
の
議
決
を
得
ま
し
た
。
 

【福岡会場】 

日時／9月4 日（月） 13時～17時 

場所／フアッションビル8階ホール 

福岡市博多区博多駅前2-10-19 

参加企業／福岡地区・筑後地区の地 

場中堅企業を中心に150 
社を予定 

来春大学等を卒業する皆さん 
ー「福岡県合同会社面談会」のご案内― 

（企業と学生の直接面談） 
【北九州会場】 

日時／9月5日因13時～17時 

場所／九州厚生年金会館会議室玄海 
場 北九州市小倉北区大手町1み3 

参加企業／北九州地区・筑豊地区の 

地場中堅企業を中心に70 
社を予定 

I 道路を守る月間一1日～31日（建設省） I 
水の日・水の週間-1日～7日（国土庁） 



機
関
・
団
体
研
修
ム
云
を
自
か
ら
実
施
 

7
月
の
同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
で
は
、
チ
ラ
シ
配
布
や
啓
発
パ
レ
ー
ド
を
 

始
め
と
し
体
操
会
、
講
演
会
の
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
特
に
各
機
関
、
団
体
 

が
自
か
ら
研
修
会
を
開
催
し
た
こ
と
は
新
し
い
動
き
と
し
て
注
目
さ
れ
ま
し
た
。
 

熱
心
 に
 語
り
合
わ
れ
た
2

日
間
 ' A 

▲月間に行われた講演会 

活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
と
 

7
月
 22
 

・ 
23
 

日
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
、
地
 

区
公
連
（
太
田
荒
喜
会
長
）
主
催
の
公
 

民
館
指
導
者
研
修
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

日
野
町
長
も
参
加
し
「
明
日
の
赤
池
 

▲熱心に語り合う公民館指導者 

部
落
差
別
の
な
い
住
み
よ
い
ま
ち
づ
 

く
り
、
心
豊
か
な
人
づ
く
り
を
め
ざ
す
、
 

赤
池
町
の
「
七
月
」
 
は
、
同
和
問
題
啓
 

発
強
調
月
間
と
し
て
、
啓
発
行
事
を
取
 

り
組
み
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
 

月
間
の
初
日
に
は
、
町
内
各
団
体
代
 

表
者
に
よ
る
街
頭
啓
発
パ
レ
ー
ド
を
行
 

な
い
、
 

「
部
落
差
別
」
を
は
じ
め
数
々
 

の
差
別
を
「
赤
池
」
の
ま
ち
か
ら
、
追
 

い
出
そ
う
と
訴
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。
 

ま
た
、
 
16 

日
に
は
 
「
ふ
れ
あ
い
体
操
会
」
 

づ
く
り
は
、
皆
さ
ん
方
の
双
肩
に
か
か
 

っ
て
い
ま
す
」
 
と
挨
拶
。
そ
の
後
、
地
 

区
の
公
民
館
の
問
題
点
や
課
題
を
出
し
 

合
い
、
そ
れ
を
ど
う
解
決
し
て
ゆ
く
か
 

を
夜
お
そ
く
ま
で
熱
心
に
討
議
さ
れ
ま
 

し
た
。
真
剣
な
表
情
と
熱
い
ま
な
ざ
し
 

で
語
り
合
っ
た
2

日
間
の
ク
思
い
）
は
 

き
っ
と
各
地
区
公
民
館
で
生
か
さ
れ
、
 

心
豊
か
な
赤
池
の
礎
に
な
る
こ
と
で
し
 

よ・フ。 
親
子
ソ
フ
ト
は
 14 

支
所
つ
く
し
 

子
ど
も
S
大
会
は
8
区
竹
の
子
 

子
育
連
主
催
の
5

月
の
親
子
ソ
フ
ト
 

ボ
ー
ル
大
会
は
、
常
勝
8
区
竹
の
子
を
 

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
気
力
で
頑
張
っ
た
 14
 

支
所
つ
く
し
子
ど
も
会
が
、
見
事
に
初
 

優
勝
。
7
月
 16 

・ 
21 

日
の
両
日
行
わ
れ
 

、

 

ノ
J
 

, 

剣
道
も
一
般
で
優
勝
“
】
 

5
月
 24 

日
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
で
始
ま
っ
た
第
 28 

回
郡
民
大
会
、
本
町
か
 

ら
も
大
島
勇
夫
団
長
以
下
百
 25 

名
の
選
手
団
を
送
り
郡
内
の
選
手
と
友
好
 

の
汗
を
流
し
た
。
ま
た
長
谷
川
純
一
 
（
車
道
）
さ
ん
が
郡
表
彰
を
受
け
た
o
 

平
成
2
年
に
開
催
の
「
と
び
う
め
国
 

川
さ
ん
が
、
郡
理
事
会
の
推
薦
を
受
け
、
 

体
」
運
営
上
か
ら
、
例
年
よ
り
早
い
時
 

郡
体
育
功
労
者
表
彰
を
受
け
た
。
 

期
で
、
梅
雨
ま
っ
最
中
の
開
催
と
な
り
 

上
位
入
賞
は
次
の
と
お
り
。
 

室
外
競
技
の
順
延
が
あ
い
つ
い
だ
。
本
 

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
】
総
合
優
勝
・
一
般
 

町
選
手
も
、
短
期
間
の
強
化
練
習
し
か
 

女
子
優
勝
・
一
般
男
子
準
優
勝
・
壮
年
 

で
き
ず
不
安
も
あ
っ
た
が
、
各
選
手
と
 

男
子
準
優
勝
【
陸
上
】
 
一
般
男
子
△
長
 

も
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
、
ど
の
 

谷
川
純
一
、
百
米
・
走
幅
跳
優
勝
△
水
 

種
目
も
好
成
績
を
収
め
た
。
ま
た
、
昭
 

上
則
安
、
千
5
百
米
・
3
千
米
優
勝
青
 

和
 56
 

年
か
ら
郡
体
、
県
体
で
好
成
績
を
 

年
男
子
△
沼
口
康
之
、
三
種
競
技
準
優
 

収
め
、
昨
年
県
体
百
m

で
優
勝
の
長
谷
 

勝
【
剣
道
】
総
合
3
位
・
一
般
男
子
優
 

克
で
だ
ぢ
の
土
浴
と
し
き
た
り
 

迷
信
や
生
活
習
慣
の
ま
と
め
 

先
月
号
ま
で
 
「
わ
た
し
た
ち
の
生
活
 

ひ
の
え
う
ま
 

と
し
き
た
り
」
の
中
で
、
丙
午
や
十
一
一
 

け
い
さ
い
 

支
な
ど
に
つ
い
て
掲
載
し
て
ま
い
り
ま
 

し
た
。
 

今
、
わ
た
し
た
ち
の
身
の
ま
わ
り
を
 

見
ま
す
と
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
や
ロ
ボ
 

ッ
ト
な
ど
、
科
学
技
術
が
目
ざ
ま
し
い
 

発
展
を
遂
げ
て
い
ま
す
。
 

え
い
き
ょ
う
 

そ
の
影
響
も
あ
っ
て
、
わ
た
し
た
ち
 

よ
う
す
 

の
暮
し
や
社
会
の
様
子
も
大
き
く
、
か
 

ノ
わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
 
し
か
し
、
こ
 

“
の
よ
う
な
進
歩
し
た
社
会
生
活
の
中
に
 

人権学習 

ま
だ
根
深
く
残
さ
れ
た
風
習
や
し
き
た
 

り
が
、
多
く
の
人
び
と
を
ま
ど
わ
し
、
 

知
ら
ず
知
ら
ず
の
中
に
、
人
を
不
幸
に
 

し
て
い
ま
す
。
 

あ
や
ま
 

誤
っ
た
習
慣
や
迷
信
に
気
づ
い
て
い
 

て
も
、
他
人
を
気
に
し
て
、
な
か
な
か
 

あ
ら
た
 

改
め
ら
れ
な
い
の
が
、
わ
た
し
た
ち
の
 

よ
わ
 

弱
さ
で
す
。
 

な
や
 

わ
た
し
た
ち
は
心
配
ご
と
や
悩
み
、
 

苦
し
み
が
あ
っ
た
と
き
は
、
心
の
よ
り
 

ど
こ
ろ
を
求
め
ま
す
。
し
か
し
、
求
め
 

た
も
の
が
迷
信
や
、
い
い
伝
え
、
し
き
 

た
り
で
あ
る
限
り
、
迷
う
人
は
ま
す
ま
 

28 

日
に
は
 
「
講
演
会
（
と
ん
と
ん
橋
の
 

は
な
し
）
」
な
ど
住
民
参
加
に
よ
る
同
和
 

問
題
啓
発
が
推
進
さ
れ
た
有
意
義
な
月
 

間
で
も
あ
っ
た
。
 

部
落
差
別
は
、
全
く
誤
ま
っ
た
考
え
 

方
、
見
方
で
、
親
か
ら
子
へ
、
子
か
ら
 

孫
へ
と
伝
え
ら
れ
、
今
日
に
至
っ
て
い
 

ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
 
一
人
ひ
と
り
の
 

「
心
の
問
題
」
 
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
は
 

家
庭
で
、
地
域
で
、
社
会
で
話
し
合
い
、
 

お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
あ
う
地
域
社
 

会
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。
 

同
推
協
で
は
、
毎
月
行
な
わ
れ
て
い
 

る
解
放
講
座
を
と
お
し
て
、
正
し
い
同
 

和
問
題
の
在
り
方
を
学
ん
で
い
た
だ
く
 

よ
う
皆
様
多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
 

て
お
り
ま
す
。
 

た
子
ど
も
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
は
、
男
子
 

が
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
女
子
が
フ
ッ
ト
ベ
 

ー
ス
ボ
ー
ル
で
競
い
合
い
ま
し
た
。
 

男
子
は
、
前
評
判
ど
お
り
8
区
竹
の
 

こ
が
4
年
連
続
優
勝
を
達
成
。
女
子
も
 

竹
の
こ
子
ど
も
会
が
、
3
年
連
続
優
勝
 

の
7
区
オ
リ
オ
ン
子
ど
も
会
を
接
戦
の
 

末
破
り
、
男
女
そ
ろ
っ
て
の
ア
ベ
ッ
ク
 

優
勝
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。
 

人の心の 

豊かさを 

ーもとめて 

1
ノ 

I
 

満
員
御
礼
（
・
 

夏
休
み
の
図
書
室
利
用
 

涼
し
く
て
、
静
か
な
図
書
 

室
に
、
エ
ン
ピ
ツ
の
音
、
ペ
 

ー
ジ
を
め
く
る
音
が
、
こ
こ
 

ち
よ
く
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
 

夏
休
み
は
、
真
剣
な
ま
な
 

ざ
し
で
勉
強
や
読
書
に
ふ
け
 

る
子
ど
も
た
ち
の
姿
が
連
日
み
ら
れ
、
 

図
書
室
ら
し
く
な
り
ま
し
た
。
 

親
子
お
は
な
し
会
の
お
知
ら
せ
 

図
書
室
に
、
仲
間
が
集
ま
り
、
親
子
 

お
は
な
し
会
が
出
来
ま
し
た
。
4

月
に
 

歩
み
出
し
た
ば
か
り
で
す
が
、
読
み
き
 

か
せ
、
紙
し
ば
い
、
素
話
を
中
心
に
、
 

意
欲
的
に
推
進
し
て
お
り
、
将
来
は
、
 

人
形
劇
や
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
等
の
発
表
 

会
も
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
、
入
会
を
 

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
 

今
月
の
例
会
 

8
月
5

日
 
午
」
削
 
10 

待
よ
り
 

8
月
 26 

日
、
映
写
会
と
読
み
き
か
せ
 

子
ど
も
と
一
緒
に
、
ぜ
ひ
参
加
を
万
【
 

詳
細
は
、
町
民
会
館
図
書
係
ま
で
。
 

T
E
L
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1
4
1
0
0
 

暗やみの中、 ドーン 

と大きな音とともに火 

花を散らし、夜空に大 

輪の花が咲き乱れ、暑 

い夏の夜にひと時の涼 

が漂う。花火大会の雄 

大さ。しかし家庭の中 

で親子や近所の子供達 

を集めてする花火は、 

子供達との「紳」を深 

めるのにも大きな役割 

を持っているのでは・・・。 

勝
〇
個
人
戦
・
5
段
の
部
、
武
末
一
郎
 

準
優
勝
・
4
段
の
部
、
波
多
次
男
第
3
 

位
・
2
段
の
部
、
建
部
高
明
準
優
勝
〇
 

青
年
個
人
の
部
・
佐
藤
幸
久
優
勝
【
卓
 

球
】
総
合
3
位
・
一
般
の
部
優
勝
〇
個
 

人
戦
、
 

一
般
男
子
・
日
高
景
年
優
勝
、
 

同
女
子
・
巽
 
育
代
3
位
〇
ベ
テ
ラ
ン
 

女
子
、
平
川
紀
美
子
優
勝
、
古
賀
敏
子
 

2
位
【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
】
 
一
般
女
子
3
 

位
・
青
年
男
子
3
位
、
以
上
で
し
た
。
 

ま
た
8
月
6

日
に
北
九
州
地
区
で
開
 

か
れ
る
県
民
体
育
大
会
に
出
場
さ
れ
る
 

方
は
次
の
と
お
り
【
陸
上
】
長
谷
川
純
 

で
水
上
則
安
【
剣
道
】
佐
藤
幸
久
・
田
 

中
浩
二
【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
】
中
原
正
和
 

・
中
村
良
之
・
山
形
端
枝
・
山
形
祐
美
子
 

す
迷
わ
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
 

「
長
い
も
の
に
ま
か
れ
ろ
」
と
い
う
考
 

し
 
せ
い
 

え
方
や
、
姿
勢
は
、
物
事
を
正
し
く
考
 

え
る
こ
と
が
出
来
ず
、
正
し
い
こ
と
を
 

実
行
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
 

プ 

ま
す
。
 

こ
う
し
た
考
え
は
、
部
落
差
別
を
は
 

じ
め
、
い
ろ
い
ろ
な
差
別
を
残
し
て
い
 

つ
く
 

く
と
共
に
、
新
ら
し
い
差
別
を
造
っ
て
 

い
く
危
ぐ
が
あ
り
ま
す
。
 

わ
た
し
た
ち
が
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
 

い
こ
と
は
、
人
を
差
別
し
た
り
、
の
け
 

か
な
 

お
も
 

者
に
し
た
り
、
悲
し
い
想
い
に
さ
せ
る
 

●
」
ん
き
ょ
 

よ
う
な
し
き
た
り
や
、
全
く
根
拠
の
な
 

い
迷
信
な
ど
を
、
先
ず
わ
た
し
自
身
が
 

取
り
除
い
て
い
く
日
々
の
生
活
が
大
切
 

で
す
。
 

家
庭
や
地
域
、
職
場
、
友
人
へ
と
そ
 

の
輪
を
広
げ
る
実
践
活
動
が
差
別
を
な
 

く
し
、
 

一
人
ひ
と
り
の
人
権
を
大
切
に
 

す
る
家
庭
、
地
域
を
つ
く
る
た
め
の
第
 

一
歩
で
す
。
 

一
 

コ
 

勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
に
植
 

Iz
玩ン 

え
た
町
花
コ
ス
モ
ス
が
咲
き
は
 

費じめた。地域に植えられた 

、ク 

町
木
さ
く
ら
も
、
す
く
す
く
と
 

5

 

成
長
し
て
い
る
町
内
を
、
町
花
 

と
町
木
で
飾
り
、
美
し
く
、
ク
リ
ー
ン
 

な
町
づ
く
り
を
今
、
町
は
模
策
し
て
い
 

る
▲
で
も
、
道
路
に
目
を
や
れ
ば
、
空
 

き
缶
や
タ
バ
コ
の
吸
穀
が
散
乱
状
態
、
 

以
前
こ
の
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
た
“
空
き
 

缶
拾
い
）
は
ど
こ
吹
く
風
か
▲
先
日
行
 

わ
れ
た
郡
公
民
館
指
導
者
研
修
会
の
事
 

例
と
し
て
、
 

「
拾
う
姿
」
を
多
く
の
人
 

に
見
せ
て
、
 

「
拾
て
な
い
心
」
を
養
わ
 

せ
る
、
つ
ま
り
無
言
で
共
感
を
得
る
こ
 

と
が
大
切
だ
と
発
言
が
あ
っ
た
▲
同
じ
 

こ
と
が
地
区
公
民
館
の
席
上
で
も
地
域
 

の
団
体
が
缶
拾
い
な
ど
の
地
域
内
清
掃
 

を
行
っ
た
時
、
ご
み
の
後
片
づ
け
の
処
 

理
に
苦
慮
し
役
場
に
連
絡
し
た
が
な
し
 

の
つ
ぶ
て
だ
っ
た
。
「
拾
う
」
「
集
め
る
」
 

「
片
づ
け
る
」
こ
れ
が
セ
オ
リ
ー
で
あ
る
 

が
、
ま
だ
ま
だ
そ
こ
ま
で
地
域
に
は
力
 

が
な
い
。
か
り
に
こ
の
清
掃
を
行
政
が
 

や
れ
ば
金
も
労
力
も
時
間
に
し
て
も
か
 

か
る
、
地
域
は
 
「
拾
う
」
 
こ
と
が
地
域
 

活
動
と
し
て
の
運
動
に
つ
な
が
る
▲
活
 

性
化
の
運
動
の
種
火
に
水
を
差
す
こ
と
 

な
く
、
も
っ
と
油
を
注
ぐ
配
慮
が
ほ
し
 

い
。
今
さ
ら
立
場
の
違
い
や
価
値
観
の
 

違
い
で
は
時
代
錯
誤
も
は
な
は
だ
し
い
、
 

今
こ
そ
個
人
も
地
域
も
行
政
も
「
大
同
 

団
結
」
 
こ
の
言
葉
の
意
味
を
深
く
考
え
 

実
践
せ
ね
ば
 

。 

▲これでひと安心、福祉ベル設置 

ll回4 プ ひとりが地域のために 
In おかいけ一

今、高齢化が社会問題になっている中で、赤池町でも 

町人口の15％が60歳以上の高齢者である。これは全国で 

も高い数値といえる。又、年々高齢者の一人暮らしも増 

えており、様々な問題をかかえている。そこで20支所公 

民館（館長平川貞夫）では、20支所の独り暮らしの高齢 

者のお宅に福祉ベルを設置した。地域が一丸となって高 

齢者の方々を見守っていこうという試みである。 

そ
れ
に
は
、
常
に
物
事
を
正
し
く
と
 

ら
え
、
先
ず
一
人
ひ
と
り
が
、
勇
気
と
 

信
念
を
も
っ
て
立
ち
向
っ
て
い
く
こ
と
 

が
力
と
な
り
ま
す
。
 

生
活
と
し
き
た
り
は
一
応
、
お
わ
ら
 

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

来
月
か
ら
、
世
界
人
権
宣
言
、
そ
の
 

他
、
法
律
に
関
係
し
た
答
申
な
ど
を
連
 

載
し
、
学
習
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
 

す。 

今
月
の
解
放
講
座
 

・
レ
し
 

ン
太
」
 

と
こ
ろ
 

8
月
 23 

日
（
水
曜
日
）
 

午
後
7
時
 30 

分
か
ら
 

同
和
対
策
中
央
研
修
所
 

自
己
を
み
つ
め
、
暮
し
を
高
め
 

る
解
放
講
座
へ
、
是
非
ど
う
ぞ
。
 



(6) 
、、ノ [I 

ノ
ー
 

骨
が
も
ろ
く
な
る
骨
粗
し
よ
う
症
 

⑥
骨
粗
し
ょ
う
症
は
、
骨
が
ち
ょ
う
ど
 

大
根
に
“
ス
）
が
入
っ
た
よ
う
な
、
ス
 

カ
ス
カ
の
状
態
に
な
り
、
そ
の
た
め
骨
 

が
つ
ぶ
れ
た
り
、
折
れ
や
す
く
な
る
な
 

ど
の
障
害
が
起
き
る
病
気
で
す
。
 

症
状
と
し
て
は
、
脊
椎
の
圧
迫
骨
折
 

に
よ
っ
て
骨
が
つ
ぶ
れ
、
そ
の
た
め
背
 

丈
が
少
し
縮
ん
だ
り
、
腰
痛
と
な
っ
て
 

あ
ら
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 
症
状
 

が
悪
化
す
る
と
、
目
に
見
え
て
背
中
が
 

ま
が
り
、
ち
ょ
っ
と
つ
ま
ず
い
て
も
、
 

手
首
や
足
の
骨
を
折
る
と
い
う
二
次
的
 

な
障
害
を
起
こ
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
 

慢
性
的
な
腰
痛
が
あ
っ
た
り
、
身
長
 

が
縮
み
始
め
た
ら
、
こ
の
病
気
の
シ
グ
 

ナ
ル
と
み
て
、
ぜ
ひ
検
査
を
受
け
ま
し
 

よ・フ。 

⑨
骨
粗
し
ょ
う
症
の
主
な
原
因
は
、
カ
 

ル
シ
ウ
ム
不
足
で
す
。
カ
ル
シ
ウ
ム
は
 

骨
や
歯
を
作
る
だ
け
で
な
く
、
血
液
中
 

で
一
定
の
濃
度
を
保
ち
な
が
ら
、
生
命
 

活
動
に
い
ろ
い
ろ
重
要
な
役
割
・
を
果
た
 

し
て
い
ま
す
。
 

健康教室 
赤池町立病院 
整形外科医長 

浅 野 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

（
順
不
同
・
敬
称
略
）
 

赤
池
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

※
六
月
十
五
日
i
七
月
十
五
日
 

【
香
典
返
し
】
世
良
公
男
（
堀
田
）
〇
亀
 

井
晋
作
（
大
和
町
）
〇
寺
田
シ
ゲ
コ
（
大
 

和
町
）
〇
松
本
照
定
（
岩
屋
組
）
〇
大
内
 

田
義
人
（
猿
畑
）
〇
白
川
忠
義
（
市
場
）
〇
 

水
上
洋
（
北
町
）
以
上
七
件
で
総
額
二
十
 

四
万
円
で
す
。
 

【
寄
附
】
庄
ち
ゃ
ん
会
廿
二
万
円
〇
九
 

光
石
油
廿
五
千
円
〇
匿
名
の
方
四
名
廿
 

一
万
円
 

【
快
気
祝
】
北
川
勝
1

一
十
万
円
 

【
特
別
賛
助
会
費
】
（
企
業
・
法
人
、
 

一 

口
廿
一
万
円
）
柏
木
衣
料
品
店
廿
二
口
 

〇
八
幡
窯
井
一
口
 

【
賛
助
会
費
】
（
個
人
・
一
般
、
 

一
ロ
廿
 

千
円
）
沢
永
孝
美
廿
二
口
〇
明
念
寺
廿
 

五
口
〇
市
場
幸
明
廿
三
口
〇
梶
原
洋
子
 

廿
二
口
〇
清
原
義
則
廿
一
ロ
〇
渡
辺
有
 

治
廿
一
口
〇
世
良
千
歳
廿
五
口
〇
居
原
 

酒
店
廿
五
口
〇
居
原
信
行
ー
五
口
〇
池
 

本
月
美
廿
一
口
〇
千
代
田
千
代
子
廿
一
一
 

十
口
〇
小
林
ミ
ッ
子
廿
三
口
〇
渡
辺
虎
 

雄
廿
一
口
 

【
ふ
れ
あ
い
基
金
】
熊
谷
琢
義
井
一
万
 

円
〇
高
鶴
槙
子
廿
一
万
円
〇
熊
谷
保
興
 

廿
一
万
円
〇
世
良
光
章
廿
五
千
円
〇
長
 

谷
川
ひ
ろ
子
廿
一
万
円
〇
福
祉
バ
ス
内
 

「
ふ
れ
あ
い
基
金
箱
」
廿
八
万
五
千
五
 

百
七
十
円
 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
 

〇
翠
山
荘
出
中
稔
（
上
野
）
た
ま
ご
期
 

人
の
体
で
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
が
不
足
 

す
る
と
、
血
液
中
の
カ
ル
シ
ウ
ム
濃
度
 

を
一
定
に
し
よ
う
と
、
骨
か
ら
カ
ル
、
ン
 

ウ
ム
が
溶
け
出
し
て
、
不
足
分
を
補
お
 

う
と
す
る
仕
組
み
が
働
き
ま
す
。
こ
の
 

よ
う
な
状
態
が
続
く
と
、
骨
塩
量
（
骨
 

に
あ
る
カ
ル
シ
ウ
ム
の
量
）
は
、
減
少
 

す
る
い
っ
ぽ
う
で
、
骨
は
ス
カ
ス
カ
と
 

な
り
、
ち
ょ
っ
と
し
た
衝
撃
で
も
骨
折
 

す
る
と
い
っ
 

た
、
大
き
な
 

障
害
に
つ
な
 

が
り
か
ね
ま
 

せ
ん
。
 

⑥
骨
も
、
ほ
 

か
の
細
胞
と
 

司
じ
よ
う
に
、
 

つ
ね
に
新
陳
 

代
謝
を
く
り
 

返
し
、
骨
塩
 

量
も
絶
え
ず
 

●力ルシつムの多い貧品 

チーズ 丸干し シシャモ 薫干し 

：二乳 

一
定
の
バ
ラ
ン
ス
・
を
保
っ
て
い
ま
す
。
 

と
こ
ろ
が
、
年
を
と
っ
て
く
る
と
、
そ
 

の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
骨
塩
量
が
減
少
 

し
が
ち
に
な
り
ま
す
。
 

そ
の
一
因
と
し
て
、
老
人
の
場
合
、
 

体
内
で
の
カ
ル
シ
ウ
ム
吸
収
率
が
低
く
 

な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
こ
の
病
気
は
圧
倒
的
に
女
性
 

に
多
く
、
な
か
で
も
閉
経
後
の
女
性
に
 

よ
く
み
ら
れ
ま
す
。
一
つ
に
は
、
女
性
 

は
男
性
に
比
べ
、
た
だ
で
さ
・
正
月
塩
量
 

個
〇
池
本
月
美
（
上
野
）
金
一
封
〇
木
 

村
由
夫
（
市
場
）
衣
類
 48 

点
 

'' ' ' ' ' ' ' '' ‘● ●● ● ● ● ● ● ● ●． . . .． ◆． .. . 

. 

. 
．
 

●
 
●
 

●
・
 

予 i 8 月福祉センターの行事 
Iてそ ： 【休館日】 【仏教講演会】 
1JJj ・ 7日、14日、20日 お休みします 

【心配ごと相談日】 
8日、27日 

午前10時～午後3時 
【母子婦人相談日】 

21日、28日 . 
. 

規・管舞背旨15日 
談： 煮口豊1丁 

I)頁 云」 23日困 
ユ舶キノ、 白IもI ー ノ11盛吾lnロ土ー ノ，一り血っロ土 

検I 舞苔羅uitl'騎 【雁H!J I[ J fl論H] 

診i鷲- -itM(j--c 轍潔4響 
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圏
乳
児
保
育
相
談
 

●
二
十
一
日
卿
 
町
民
会
館
 

10 

時
ー
 11
 

時
 

対
象
者
 
生
後
4

、 

圏
三
種
混
合
 

7
、 

' ' '' '' ' ’ ●● ● ● 一 ● ●● ●● ● ● ●． . . .. . . .. , ．' 

10 

カ
月
児
 

●
二
十
二
日
因
 
町
民
会
館
 

13 

時
 30 

分
ー
 14 

時
 30 

分
 

対
象
者
 
生
後
 24
 

カ
月
ー
 48 

カ
月
 

圏
ッ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
 

●
二
十
三
日
困
 
町
民
会
館
 

13 

時
 30 

分
ー
 14
 

時
 30 

分
 

対
象
者
 
生
後
3

カ
月
1
4
歳
未
満
 

圏
B

・
C

・
G
 

・
二
十
五
日
団
 
町
民
会
館
 

13 

時
 30 

分
i
 14 

時
 30 

分
 

対
象
者
 

ッ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
判
定
 

陰
性
者
 

が
少
な
い
う
え
に
、
閉
経
後
で
は
、
女
 

性
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
に
変
化
が
起
こ
り
、
 

そ
れ
が
カ
ル
シ
ウ
ム
不
足
を
も
た
ら
す
 

要
因
に
な
る
か
ら
で
す
。
 

⑥
骨
粗
し
ょ
う
症
の
予
防
、
あ
る
い
は
 

症
状
を
進
行
さ
せ
な
い
た
め
に
は
、
カ
 

ル
シ
ウ
ム
を
十
分
と
る
こ
と
が
必
要
で
 

す。 日
常
の
食
事
か
ら
カ
ル
シ
ウ
ム
を
摂
 

．ビタミンDの多い食品 

毎く還らかくfミ各→ 
ぐ琴くぶ毎ージレ’ 

取
す
る
に
は
、
 

小
魚
、
牛
乳
、
 

乳
製
品
な
ど
 

が
考
え
ら
れ
 

ま
す
が
、
食
 

べ
や
す
さ
、
 

吸
収
率
を
考
 

え
る
と
、
牛
 

乳
、
乳
製
品
 

が
一
番
い
い
 

よ
う
で
す
。
 

さ
ら
に
、
 

ビ
タ
ミ
ン
D
を
多
く
と
る
、
日
光
に
十
 

分
あ
た
る
、
適
度
な
連
動
を
す
る
な
ど
、
 

体
内
で
の
カ
ル
シ
ウ
ム
吸
収
を
助
け
る
 

こ
と
を
心
が
け
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
 

私
た
ち
の
健
康
に
と
っ
て
、
カ
ル
シ
 

ウ
ム
の
一
日
の
所
要
量
は
六
百
叩
（
成
 

人
）
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
骨
粗
し
ょ
う
 

症
予
防
の
た
め
に
は
、
日
常
的
に
、
そ
 

の
一
、
五
倍
（
九
百
叩
）
く
ら
い
の
カ
 

ル
シ
ウ
ム
は
取
る
よ
う
に
し
た
い
も
の
 

で
す
。
 霧z 

雨う 
鈴
 

夢
 

六
月
の
森
雨
で
遠
賀
川
の
水
嵩
が
増
 

し
流
れ
は
容
赦
も
な
く
支
流
の
N
川
に
 

逆
流
し
、
逃
げ
場
を
失
っ
た
N
川
の
水
 

と
同
調
し
て
低
地
の
部
分
か
ら
徐
々
に
 

浸
水
が
始
ま
る
。
出
圃
を
畑
を
そ
し
て
 

道
路
を
と
、
 

一
夜
明
け
て
見
る
N
平
野
 

は
、
水
又
水
一
望
濁
水
の
景
観
の
中
に
 

あ
る
。
 

す
い
て
ん
ほ
う
 

N
村
の
集
落
の
家
並
は
遥
か
水
天
紡
 

ふ
つ
 

梯
の
彼
方
に
あ
る
。
何
処
か
ら
や
っ
て
 

そ
 
や
 

来
た
の
か
沢
山
の
燕
の
群
が
征
矢
の
ご
 

と
水
面
を
掠
め
て
は
 
「
ス
イ
ッ
」
 
と
身
 

を
翻
し
中
天
に
舞
上
り
、
又
 
「
ク
ル
リ
」
 

と
身
を
翻
し
て
は
水
面
を
掠
め
る
同
じ
 

動
作
を
繰
返
し
繰
返
し
飽
く
こ
と
を
知
 

ら
な
い
。
 

蛙
が
吾
が
物
顔
で
彼
方
此
方
で
 
「コ 

ー
ラ
ス
」
を
始
め
、
N
村
の
田
圃
は
水
 

没
し
な
が
ら
俄
に
賑
や
か
に
な
っ
て
来
 

た
空
は
陰
う
つ
に
低
く
垂
れ
込
め
て
い
 

る
。
N
小
学
校
の
登
校
の
時
間
帯
で
あ
 

る
。
上
級
生
が
長
い
棒
切
れ
で
以
っ
て
 

前
後
左
右
の
安
全
を
確
か
め
な
が
ら
慎
 

イ × 

老齢福祉年金を 

受【ナとったら国民年金証書 

を提出しましよう 

8 月に、郵便局で老齢福祉年金 

を受けとったら、国民年金証書は 

年金係へ提出して下さい。 

次回の支払い（11月13日以降） 

までの間に年金を受けている方本 

人や、その家族の方などの前年の 

所得を審査して、来年の8 月に支 

払う分までの年金額を国民年金証 

書に記入してお返しします。 

ですから、当然、国民年金証書 

が提出されないと、もらえる年金 

ももらえなくなってしまいます。 

また、国民年金証書を提出する 

際に、他の年金や恩給を受けてい 

れば、あわせて申し出て下さい。 

8 月中にお忘れなく．l! 

×  ノ 

気道確保は、もっとも重要む蘇 

生法の基本であり、舌の根元が 

気道を塞がむいようにする。 
図のように頭を後方に曲げ、あ 

ごを上方に突き出す方法や、指 

を口の中に入れ、あごを引きあ 

げる方法などがある。 

} 

あ
な
た
に
も
で
 

き
る
心
肺
蘇
生
法
 

・
フ
だ
る
よ
ト
フ
な
 

暑
さ
で
す
。
子
供
 

さ
ん
は
好
ん
で
水
 

を
求
め
て
遊
び
ま
 

す。 で
も
、
小
さ
な
 

子
供
が
お
ぼ
れ
て
 

し
ま
っ
て
は
大
変
 

で
す
。
水
に
お
ぽ
 

れ
て
ぐ
っ
た
り
し
 

て
い
る
子
を
人
工
 

呼
吸
で
助
け
た
美
 

談
は
毎
年
新
聞
等
 

で
見
聞
き
し
ま
す
 

ネ
。
あ
っ
て
は
な
 

ら
な
い
事
故
で
す
 

が
万
が
ー
の
為
に
 

に
な
り
ま
す
。
 

ま
た
、
 

マ
ウ
ス
・
ト
ウ
・
マ
ウ
ス
を
 

習
う
機
会
が
あ
れ
ば
、
ど
な
た
も
積
極
 

的
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。
 

戦
時
中
に
な
ら
っ
た
人
工
呼
吸
を
行
 

っ
て
、
心
筋
硬
塞
で
倒
れ
た
夫
の
命
を
 

助
け
た
人
も
い
る
そ
う
で
す
。
人
工
呼
 

吸
は
ど
ん
な
救
急
時
で
も
役
立
ち
ま
す
。
 

ふ
つ
う
呼
吸
が
止
ま
っ
て
一
分
以
内
 

で
 95 

パ
ー
セ
ン
ト
、
三
分
以
内
で
 75 

パ
 

ー
セ
ン
ト
、
五
分
以
内
で
 25 

パ
ー
セ
ン
 

ト
の
人
が
助
か
り
ま
す
。
い
ぎ
と
い
う
 

時
、
だ
れ
か
の
助
け
を
求
め
る
よ
り
、
 

そ
ば
に
い
る
人
が
救
急
処
置
を
す
る
の
 

が
一
番
助
か
る
率
が
高
い
こ
と
 
マ
ウ
ス
 

・
ト
ウ
・
マ
ウ
ス
の
人
工
呼
吸
法
を
マ
 

ス
タ
ー
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
 

1 ．患者の鼻をつまむ。 

2 ．ロを大きく開いて患者の口 

を覆い、息を吹き込む。 

3 .胸が動くのを確かめtc がら 

5 秒に1回の割合でくり返 

す。 
4 ．幼児ではロと鼻を同時に覆 

う。 

重
に
気
を
配
っ
て
先
頭
を
進
ん
で
行
く
。
 

そ
の
後
に
す
ぐ
続
い
て
教
科
書
を
包
ん
 

だ
風
呂
敷
包
を
腰
高
に
結
わ
え
、
着
物
 

の
裾
を
高
々
と
捲
く
し
上
げ
て
下
級
生
 

が
間
を
置
か
ず
長
々
と
従
が
っ
て
行
く
。
 

一
、
二
段
を
残
し
て
校
間
下
の
石
段
は
 

水
中
に
あ
り
、
か
く
し
て
一
行
の
行
列
 

は
こ
こ
に
終
る
。
 

N
川
の
流
れ
が
少
し
ず
つ
正
常
に
戻
 

り
道
路
の
所
在
が
見
え
る
よ
う
に
な
る
 

ま
で
、
上
級
生
の
下
級
生
に
対
す
る
労
 

り
は
続
け
ら
れ
る
。
 

水
没
し
た
道
路
を
裸
足
し
で
踏
み
し
 

め
た
土
の
感
触
、
太
股
ま
で
浸
っ
た
濁
 

水
の
冷
や
や
か
さ
は
、
今
で
も
鮮
や
か
 

に
記
憶
の
中
に
あ
る
。
あ
・
懐
か
し
い
 

少
年
の
日
の
思
い
出
の
一
酌
よ
、
思
い
 

出
は
淡
し
、
さ
れ
ど
な
つ
か
し
と
か
。
 

或
る
日
の
昼
下
り
に
 

板
屋
団
地
 

前
田
 
孝
子
 

永
年
す
み
馴
れ
た
川
崎
町
か
ら
赤
池
 

町
に
来
て
し
ば
ら
く
し
た
日
、
用
事
を
 

思
い
つ
き
、
半
身
不
随
で
入
院
中
の
主
 

胸骨の下半分に両掌を重ねておき、 

ェ体重を利用して、 1秒に1回胸骨 

を圧迫する。5回に1回人工呼吸 

を併用する。救助者 

が1人の場合は少し 

早目の心マッサージ 

15回と人工呼吸2回 

を交互にくり返す。 

国立公園クリーンデー-7日（環境庁） 

人
を
見
舞
っ
て
の
帰
り
道
、
今
に
も
泣
 

き
そ
う
な
空
模
様
に
小
走
り
だ
っ
た
私
 

の
足
も
一
人
で
に
止
ま
り
、
つ
い
口
ず
 

さ
ん
で
し
ま
っ
た
音
痴
の
私
は
、
二
度
 

三
度
と
あ
た
り
に
人
の
い
な
い
の
を
確
 

か
め
て
、
役
場
の
中
か
ら
「
ひ
な
ま
つ
 

り
」
「
か
も
め
の
水
兵
さ
ん
」
 
の
曲
が
疲
 

れ
た
私
の
心
を
い
や
し
て
く
れ
た
か
ら
 

で
す
。
そ
の
時
、
学
校
の
帰
り
ら
し
い
 

小
学
校
三
年
生
く
ら
い
の
女
の
子
が
や
 

は
り
 
「
灯
り
を
つ
け
ま
し
ょ
ぽ
ん
ぼ
り
 

に」 

と
唄
い
な
が
ら
近
づ
き
 
「
お
ば
ち
 

ゃ
ん
こ
ん
に
ち
は
」
 
と
頭
を
下
げ
き
ち
 

ん
と
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。
私
は
、
 

「
こ
ん
に
ち
は
、
お
か
え
り
な
さ
い
」
 

と
あ
い
さ
つ
を
返
し
、
そ
の
子
の
姿
が
 

見
え
な
く
な
る
ま
で
立
ち
つ
く
し
、
今
 

の
そ
の
素
直
な
気
持
の
ま
ま
、
人
さ
ま
 

か
ら
喜
ん
で
も
ら
え
る
こ
と
が
、
言
っ
 

て
あ
げ
ら
れ
、
し
て
上
げ
ら
れ
る
よ
う
 

な
こ
と
が
自
分
か
ら
進
ん
で
出
来
る
大
 

人
に
な
っ
て
下
さ
い
ね
と
、
つ
ぶ
や
き
 

な
が
ら
、
空
は
泣
き
そ
う
だ
っ
た
が
、
 

私
の
心
は
晴
れ
渡
っ
て
い
ま
し
た
。
 

食品衛生週間-7日～13日 



(8) 

選挙人名簿を縦覧します 

9 月1日現在で登録した人の選挙人名簿を 

次のとおりお見せします。 

⑥縦覧期間＝=9月3日～7日 5 日間 

⑥縦覧場所＝＝役場、総務課窓口 

⑥対象者＝＝今回登録した方は、昭和44年9 月 

2 日までに生れた方で、平成元年 

6月1日までに転入届、または住 

民票が作成され、 9月1日まで引 

き続き住民基本台帳に登録されて 

いる方です。 

ゴミ・し尿収集の盆休み 

⑥ゴミ収集 

盆休みはあり・ません。平常どおり収集しま 

す。 

⑥し尿処理 

8 月13日（日）から16日（水）までが盆休みです。 

現況届は9月和日までに 

児童扶養手当、特別児童扶養手当を受けて 

いる方は、 8月11日から9 月10日までの間に 

現況届を役場に提出することになっています。 

この届出を忘れると、弓は続いて受給でき 

る資格があっても、支払いを受けることがで 

きなくなりますので、必ず期日までに提出し 

て下さい。 

児童手当の内容や届け出の手続きなど詳し 

いことは、役場福祉係にお尋ね下さい。 

お盆の救急診療は… 

休日救急医療センターは急病や事故などで 

負傷した救急患者に応急的診療を行う施設で 

す。診療日、科目は次のとおりです。 

診 療 日 日曜・祝日および 
8 月13日～15日 

昼 
受付時間 9 : 00=16 : 30 

受付科目 内科・小児科・外科 

夜
 

受付時間 18 : 00=22 : 30 

診療科目 内 科・小児科 

田川地区休日救急医療センター 

田川市新町11番47号ft45-7199 

◆自衛官募集◆ 

●2等陸・海・空士 

18歳以上～25歳未満（男、女） 

●―般曹候補学生 

21歳未満（男子）高卒（見込） 

●航 空 学 生 

20歳未満（男子）高卒（見込） 

ト間い合せ先 

自衛隊地方連絡部飯塚募集事務 

戸斤 ”flQitRー22 -LtSLt7 

誤ちは二度と 
. ． ◆ ◆ ● ● ● ◆ ◆ ‘ ● ◆ ’ ◆ ● ◆ ◆ ◆ ’ ● ● ◆ ◆ ◆ ● ● ◆ ● ◆ 

◆◆◆％%%%%%%％◆◆◆．%%%%%%’◆◆◆％%%%％◆◆’い◆◆◆％叫 

くり返えさない 

日 、刻 時
 

場所 

8 月 

6 日（日） 
午前 
8時15分 

1
車
う
 

第
防
矯
 

、
消
住
 

場
団
前
 

役
分
庫
 

8月 

9 日困 

午前 
n 時2分 

8 月 

15日因 
正 午 

この子たちのためにも 

I I「川~ ~川~ ~~田H川liiiI IIl川IIII田~IIIl川~ IIImlII Il川~ ~ 

私たちの大切な全てのもの 

を奪い去ってしまう戦争。 

この誤ちを二度とおこさな 

い決意を込めて、表のとおり 

サイレンを鳴らします。サイ 

レンに合わせて1分間の黙と 

うに御協力下さい。 

I II川~川H田II田Hl川川~川~ III田~~ ~~~川~田旧~川旧川 

無
料
調
停
相
談
会
 

▽
日
時
ー
八
月
二
十
三
日
困
午
前
十
時
 

ー
午
後
三
時
 

▽
場
所
 
赤
池
町
民
会
館
 

交
通
事
故
、
公
害
、
土
地
建
物
、
金
 

銭
貸
借
、
男
女
関
係
、
家
庭
内
の
紛
争
 

な
ど
の
相
談
を
う
け
ま
す
。
無
料
相
談
 

で
す
か
ら
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。
 

相
談
を
担
当
す
る
者
は
民
事
、
家
事
 

調
停
委
員
で
す
。
 

相
談
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
 

安
心
し
て
相
談
し
て
下
さ
い
。
 

老
人
居
室
整
備
資
金
貸
付
 

〇
老
人
の
居
室
等
を
増
築
、
改
築
又
は
 

改
造
す
る
た
め
に
必
要
な
資
金
の
う
ち
 

百
二
十
万
円
ま
で
を
十
カ
月
以
内
（
据
 

置
期
間
六
カ
月
を
含
む
）
に
元
利
均
等
 

月
賦
償
還
（
利
息
三
パ
ー
セ
ン
ト
）
で
 

県
の
指
定
金
融
機
関
を
通
じ
て
貸
付
け
 

る
制
度
で
す
。
 

▼
申
込
先
・
間
い
合
せ
先
ー
役
場
福
祉
 

係
公
 28 

1
2
0
0
4

（
内
線
湖
・
翻
番
）
 

投
 

稿
 

み
な
さ
ん
の
投
稿
、
大
歓
迎
し
 

ま
す
。
 

俳
句
、
短
歌
、
詩
、
随
筆
な
ど
 

ど
ん
な
も
の
で
も
結
講
で
す
。
 

本
名
、
ペ
ン
ネ
ー
ム
は
間
い
ま
 

せ
ん
。
 

又
、
名
前
だ
け
で
な
く
顔
写
真
 

も
載
せ
て
欲
し
い
と
い
う
方
も
受
 

付
け
ま
す
。
 

ど
し
ど
し
投
稿
 し
て
下
さ
い
。
 

⑧④⑧ 

ーーコ 

“
新
し
い
筑
豊
を
作
る
ク
こ
ん
な
オ
ー
 

バ
ー
な
気
持
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
と
に
 

か
く
「
筑
豊
ゼ
ミ
」
第
2

期
生
と
し
て
 

入
学
し
、
月
一
回
夜
6
時
 30 

分
か
ら
9
 

時
頃
迄
「
近
畿
大
学
」
ソ
に
通
っ
て
い
ま
 

す
。
こ
の
ゼ
ミ
は
、
筑
豊
各
地
で
「
村
 

お
こ
し
町
お
こ
し
」
を
し
て
い
る
皆
さ
 

ん
の
ネ
ソ
ト
ワ
ー
久
作
り
の
為
に
開
講
 

さ
れ
た
も
の
で
す
が
、
過
去
4
回
の
ゼ
 

ミ
で
、
私
は
只
ポ
ケ
ー
っ
と
講
師
の
話
 

を
聞
い
て
い
た
だ
け
。
で
も
、
他
の
役
 

場
の
方
も
含
め
、
多
人
数
の
方
と
知
り
 

逢
え
た
だ
け
で
も
、
こ
の
会
に
参
加
し
 

た
意
味
は
あ
り
ま
す
。
あ
と
は
こ
れ
を
 

ど
う
実
践
す
る
か
な
ん
で
す
が
、
私
の
 

事
で
す
か
ら
酒
飲
み
友
だ
ち
が
増
え
た
 

だ
け
で
終
っ
て
し
ま
う
か
も
。
 


